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オブジェクト指向開発プロセス RUP の要求モデルと

分析モデルを紹介してきました。今回は設計モデルを

紹介します。 
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設計では、分析で作成したモデルを詳細化します。 

• システム全体像（ソフトウエアアーキテクチャ）の詳

細化 

• 機能単位（ユースケース）の実現の詳細化 

ソフトウエアアーキテクチャを表現する主要なモデル

は、以下の通りです。 

• 設計メカニズム 

� 分析クラス・メカニズム対応表に、実現手段

を設計メカニズムとして追加します（図2）。 

• ドメインモデル 

� 分析クラスを必要に応じて細分化し、属性や

操作を追記します。 
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実現手段に対して、その導入手順と必要な設計パタ

ーンを定義します。導入手順は箇条書きの文書で、設

計パターンはクラス図とシーケンス図で、それぞれ作成

します。後者で定義する設計パターンは、既存のパター

ンでも新規に作るパターンでも構いません。GoF や

POSA、EAAP(PofEAA)など、書籍で紹介されているパタ

ーンを、そのままの形で適用できるケースは少ないでし

ょうから、プロジェクト用にカスタマイズしてクラス図とシ

ーケンス図を作成します。 

例えば、永続性のメカニズムを RDBMS で実現する際、

DataMapperパターン（メモリ内のオブジェクトをデータベ

ースから分離するためのソフトウェアレイヤ）を基にして、

「エンティティ 1 つに対して DAO(Data Access Object)を

1 つ用意する」という方針を立てます（図 3）。 
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この方針で RDB をアクセスする際の構造とやり取りを

パターンとして定義します。基本的なデータアクセスパ

ターンであるCRUDのうち、例えばR(Read)のシーケンス

図は以下のようになります（図 4）。 

 

図図図図    4444    RDBRDBRDBRDBアクセスパターンアクセスパターンアクセスパターンアクセスパターン（（（（ReadReadReadReadシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図））））    

シーケンス図から必要なクラス間の関係を導出します。

クラス構造は、以下のようになります（図 5）。 

 

図図図図    5555    RDBRDBRDBRDBアクセスパターンアクセスパターンアクセスパターンアクセスパターン（（（（クラスクラスクラスクラス構造構造構造構造））））    

これらはパターンなので、機能設計（ユースケース設

計）する際に、「永続性クラス」に具体的なエンティティを、

「永続性クラスリスト」にそのエンティティ用のリストを、

「永続性クラス DAO」にそのエンティティ用の DAO を、

それぞれ作成することになります。 
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機能単位（ユースケース）の実現を表現する主要なモ

デルは、以下の通りです。 

• 設計クラス 

� 分析クラスを、オブジェクト指向設計原則

を踏まえて細分化します。ロバート・C・

マーチンが「アジャイルソフトウェア開発

の奥義」で 11の設計原則をまとめています。 

• ユースケース設計モデル 

� ユースケース分析モデルに、パターンで必

要となったクラスや細分化されたクラスを

追加します。 

ユースケース設計モデルのシーケンス図は、オブジェ

クトやオブジェクト間のやり取りが増えてくるため、"ref"

を使ってシーケンス図を階層化します（図 6）。 

 

図図図図    6666    ユースケースユースケースユースケースユースケース設計設計設計設計モデルモデルモデルモデルののののシーケンスシーケンスシーケンスシーケンス図図図図    

状態の表現は省きましたが、オブジェクトが自身の状

態によって振る舞いが異なる場合は、ステートマシン図

を作成します。これら設計モデルを使って実装と単体テ

ストを行い、要求モデルと分析モデルを使ってシステム

テストを行います。 

モデルモデルモデルモデルをををを作成作成作成作成してしてしてしてソフトウエアソフトウエアソフトウエアソフトウエア要素要素要素要素のののの構造構造構造構造とととと関係関係関係関係をををを

明明明明らかにすることでらかにすることでらかにすることでらかにすることで、、、、アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの評価評価評価評価やややや保守保守保守保守をををを

行行行行うううう際際際際のののの「「「「地図地図地図地図」」」」をををを得得得得るるるることが出来ます。 


